
 
 

令和７年度 法人全体の決算概況 
 
１ 事業報告 
  令和 7 年度は、法人全体で 3 年ぶりの黒字決算となった令和 6 年度の経
営状況をさらに維持・向上させることを目標に、稼働率の向上、業務の効
率化、人材育成等に取り組みました。 
 しかし、個々の施設においては、職員数の急激な減少による業務量の縮
小や新型コロナウイルス感染症による入退所制限などで収益の伸びが低調
だった半面、諸物価高騰による費用増加は継続したため、法人全体の経営
状況としては厳しい 1 年となりました。 

  さらに、順天寮においては、利用者からの預り金に関する不適切な管理
の実態が明らかになり、その原因究明や利用者への補償手続きに長期間を
要することとなりました。この事案を法人全体の深刻な課題として受け止
めて反省し、全施設における現金管理体制を改善するなどの対策を行うと
ともに、利用者・地域の皆様からの信用の回復に向けて適正な事務運用を
徹底・継続していきます。 

  今後、職員の確保に向けた労働環境の整備や処遇の改善を行い職員体制
を強化することにより施設運営の安定化を図り、利用者 1 人ひとりの尊厳
を大切にしながら質の高いサービスが提供できるよう職員一丸となって努
めてまいります。 

 
２ 決算状況 
  法人全体の収入総額は 17億 1,738万円で、前年度と比較して 2,174万円、

1.3％増加しました。支出総額は 17 億 1,774 万円で 5,042 万円、3.0％増加
し、資金収支は 35 万円の赤字となりました。資金収支額は、前年度決算の
2,832 万円と比較して 2,867 万円の減少となります。資金収支計算書におけ
る法人全体の資金残高は 6 億 3,041 万円で、前年度と比較して 35 万円減少
しました。 

  支出総額の増加額 5,042万円のうち事業活動における支出の増加は 3,833
万円で、内訳は人件費が 2,365 万円、2.1％増加、経費（事業費・事務費）
が 1,315 万円、3.1％増加などとなっています。人件費の増加については定
期昇給のほか国の介護職員等に対する処遇改善施策や最低賃金の引上げに
沿った賃上げが含まれています。経費については諸物価の高騰に伴う介護・
衛生用品、光熱・燃料費等の値上がり、清掃・機器保守等の業務委託費の価
格上昇等も影響しています。 

  こうした状況から、法人全体の財務指標は、人件費比率が前年度より 0.9
ポイント上昇し 69.5％、経費比率についても 0.6 ポイント上昇し 26.2％と
なりました。また、固定資産老朽化率は 2.3 ポイント上昇し 59.3％となり
ました。順天寮の建て替えをはじめ、施設の改修・設備の更新等の必要性
が高まりつつあります。 

 
 



議案第１号 
 

令和７年度本部会計事業報告及び決算 
 
１ 事業報告 
⑴ 各施設の経営目標の数値化と毎月の法人経営会議における進捗管理を
行い、法人全体の経営改善や課題解決につながるよう取り組みました。 

⑵ 全職員を対象として経営コンサルタントによる経営研修会や顧問弁護
士によるハラスメント研修会を開催し、経営状況や今日的な課題への理
解を深めました。 

⑶ 人材確保について、ハローワーク、職員紹介、求人広告などにより低コ
ストでの採用に努めました。 

 ⑷ 法人職員の処遇について、国の介護従事者等の処遇改善施策や最低賃
金の引上げに沿って、12月から一律 3.3％のベースアップを行いました。 

 ⑸ 順天寮における利用者預り金の不適切管理事案を機に、全施設に対し
て現金管理の徹底を指示するとともに、今後は法人本部の統制機能を発
揮するよう組織規則の改正を行いました。 

 
 
２ 決算状況 
  本部の人員構成の変動により人件費が前年度と比較して 315 万円減少し
たほか、業務委託費の減少等により事務費が 112 万円減少し、支出総額は
1,834 万円で前年度と比較して 450 万円減少しました。他会計からの繰入金
は 1,805 万円で、支出総額の減少に伴い前年度と比較して 389 万円減少し
ました。 

 
 



議案第２号 
 

 
令和７年度観成園会計事業報告及び決算 

 
１ 事業報告 
   観成園は長期入所定員 110 人、短期入所定員 10 人の全室個室ユニット型
の特別養護老人ホームであり、「安心・笑顔・その人らしさ」を理念とした
介護事業を進めています。 
利用者の状況ですが、長期入所の稼動率（定員に対する入所者数の割合）

は 96.7％（前年度 96.7％）、短期入所は 85.4％（前年度 89.5％）で、長期
入所においては前年度実績と同率でしたが、短期入所では、4.1％減少しま
した。園内で新型コロナ感染症の発生が影響し入所の手控えがあり稼働率
は下回りました。長期入所の平均介護度については 3.7 と前年度に比べ 0.1
上がりました。 
令和７年度は、介護の質を高めること、職員の業務負担を軽減すること

などを目的に生産性向上委員会を設置し、業務改善や介護ＩＣＴ導入につ
いて検討を始めました。また、施設整備面では、老朽化に伴い給湯用温水ボ
イラーの更新を行いました。 

 
 
２ 決算状況 
  収入面では、総収入額が 6 億 3,272 万円、前年度比 1,961 万円、3.2％の
増となりました。増収となった主な要因として、処遇改善加算等による介
護報酬増や競輪からの福祉車両補助金などの補助金収入によるものです。 
支出面では、総支出額は 6 億 2,631 万円で、前年度比 1,413 万円、2.2％

の増となりました。 
主な支出について、物価高騰により前年度比、給食費 310 万円、介護用品

費 96 万円、入浴業務や家事援助のためシルバー人材等の業務委託費 147 万
円の増となりました。 

人件費は、定期昇給や処遇改善手当により前年度比 0.4％の増、人件費率
は 63.7％（前年度 64.8％）でした。 

投資的な部分では、老朽化に伴い給湯用温水ボイラーの更新 963 万円、
また、競輪の補助を受け福祉車両取得費 384 万円がありました。 
以上の結果、収支全体では当期資金収支差額では 641 万円、当期活動増減

差額においては 1,493 万円の黒字となりました。 
 
今後も健全で持続可能な施設運営に向けた経営努力を続けるとともに、入

居者が安心して家庭生活の延長線上の暮らしができるよう質の高い介護サー
ビスの提供に努めてまいります。 

 
 



議案第３号 
 
 

令和７年度フラワーハイツ会計事業報告及び決算 
 
１ 事業報告 
  入所系サービスは、令和 6 年度稼働率 87.3％から 86.9％とほぼ横ばい。
在宅系サービスの利用者数は通所リハビリ 9.9％増、訪問リハビリ 16.0％
増と要介護状態から見取りまで継続して在宅生活を支える基幹施設として
の役割を果たしてきました。 

  10月に訪問看護ステーション居宅介護支援事業所をフラワーハイツに統
合し 7 人体制で業務を進めています。地域のケアマネージャーの総数が少
ないなか在宅生活を支える中核として地域のニーズに対応していきます。 

  職場環境、人材確保、人材育成の取り組みは、人材確保が厳しいなか職
員の定着につながるよう引き続き取り組んでいきます。 

  災害、感染症に関する事業継続計画は、研修、訓練を通して検証と構築
に努めます。 

 
 
２ 決算状況 
  事業活動収入は 6 億 5,077 万円で、2,197 万円、3.5％増加しました。内
訳として、入所系サービスの収入額は約 4 億 9,000 万円でほぼ前年度と同
額（53 万円、0.1％増加）、在宅系サービスは 1,281 万円、10.9％増加、居
宅介護支援介護料は 782 万円、33.1％増加などとなっています。 
事業活動支出は 6 億 4,483 万円で、2,573 万円、4.2％増加しました。こ

のうち人件費は 4 億 7,401 万円で、1,911 万円、4.2％増加し、増加の内訳
は定期昇給分が 484 万円、訪問看護ステーション居宅介護支援事業所をフ
ラワーハイツに統合したことに伴うものが 854 万円などとなっています。
事業費支出は 9,160 万円で給食食材料費の高騰や感染症対策経費などによ
り 316 万円、3.6％増加し、事務費支出は 7,443 万円で、修繕費や感染性廃
棄物処理費などにより 346 万円、4.9％増加しました。 

  施設整備支出は 1,361 万円で、居宅介護支援事業所の統合に伴う施設・
備品整備等により 288 万円増加しました。 

  これらの結果、事業活動収入は増加したものの、資金収支は 1,417 万円
の赤字決算で、当期末の資金残高は同額減少して 1 億 3,325 万円となりま
した。 

 
  令和８年度は、引き続き利用者の増加・稼働率の向上を目標とし、さら
なる収入の増加に取り組みます。老人保健施設の役割である在宅復帰・在
宅生活支援施設としての機能を果たせるよう、サービスの質の向上・機能
強化を図ってまいります。また、建物・設備の老朽化に伴う修繕等に計画
的に取り組んでいきます。 

  



議案第４号 
 

 

令和７年度太陽光発電・売電事業会計事業報告及び決算 
 
 
１ 事業報告 
  発電・売電によりフラワーハイツの光熱費を削減するため、効率よく発
電できるよう機器の適切な管理に努めました。 

 

 

２ 決算状況 
  売電収入は 273 万円で、事務費を差し引いた 266 万円をフラワーハイツ
会計に繰り出しました。 

 



議案第５号 
 

 

令和７年度救護施設順天寮会計事業報告及び決算 
 
１ 事業報告 
  令和 7年度の運営については、①健全経営の維持 ②新たな事業展開 ③人材確保と

育成の 3つの重点項目として取り組んできました。 

  運営状況は、入所率 109.7％（前年 107.8％）と目標値 108.3％を上回ることが出来ま

した。年間で 13名の利用者の入退所があり、退所の特徴として介護福祉施設等への移行

が多く退所予定を把握できたため、事前に空き情報を福祉事務所と連携して入所希望者

への対応を行えたことにより利用率増に繋がりました。新規の入所者については、自身

の精神的な課題による就労の継続が困難となり、アパートや自宅の住居喪失ケースや、

他の救護施設からの施設替え、地域移行後にトラブルや自立に至らず再度の利用となる

ケースが特徴的でした。 

改築計画については、基本設計段階での建築費用が予測以上に高騰し、工法や工期の

短縮について再検討が必要となり、基本設計を令和 8年度中に行うこととしました。  

  付帯事業については、困窮者支援や公的扶助等のセミナーに参加し、課題として家族

機能の衰退や子供の不登校・自殺増加等が目立つようになってきていることが分かりま

した。この地域でも同様なことが起きていることもわかり、地域課題に対して貢献でき

る事業についてさらに検討を重ねてまいります。 

人材確保・育成については、入職 3年以下の職員の定着率 80％を目標に、育成プログ

ラム、職場環境改善等、職員の意識改革に取り組み、年度内採用 8名中 1名のみの退職

で、3年以下の職員の定着率は 90.9％で 10名の職員が定着しております。 

 

２ 決算状況 
  収支の状況は、年度当初より加算未取得による減収が見込まれる中、新たな加算取得

（地域移行、就労移行、精神病院等入所に係る連携）と入所率の確保を行い、事業活動

収益 301,521千円、昨年比 10,500千円、3.6％の増加となりましたが、救護施設の事務

費算定は 4月 1日の職員配置が基準日となるため、退職予定者の補充を行う必要があり、

雇用増による人件費増加（昨年比 13,700千円増）等により、事業活動収支は 20,146千

円（昨年比 5,000千円減）と縮小しましたが、建替資金の積立を 5,000千円行い当期資

金収支は 7,388千円（昨年比 3,700千円減）となりました。 

  昨年 10 月に発覚いたしました利用者預り金の事故については、利用者の支援に携わ

る職員の資質や倫理観、対応姿勢の表れであり、今回の事故を職員全員が真摯に受け止

め、職員一丸となって基本を忠実に行ってまいります。 

   

令和 8年度は、第三者評価項目の内容による自己点検を行い、現状課題についての改

善事項について将来を見据えた順天寮中長期ビジョン 2026-2030に盛り込み、信頼を失

ったゼロからのスタートとして新たな一歩を踏み出します。また、職員の資質向上に向

けて人権擁護等コンプライアンス遵守についての研修を増加し、組織やチームワークの

強化等に階層別研修の受講に重点を置いて取り組んでまいります。 

利用者、更には地域の皆さんにとって、必要とされ頼られる施設の再構築と、職員に

とっては自己成長が実感でき、働きやすい職場と実感できる環境づくりを行ってまいり

たいと思います。 



議案第６号 
 

 
令和７年度指定共同生活援助事業所会計事業報告及び決算 

 
１ 事業報告 
  グループホーム事業は、救護施設順天寮の地域移行事業として、日中は
主に順天寮の通所事業を利用し、夜間はアパートタイプの個室で居住し共
有スペースで世話人が作った夕食を提供する障害福祉サービスとなります。 
平成 29 年 8 月より定員 4 名の「南天」から開始し、令和 2 年度に「ハレ

ルヤ」を開所して現在 2 棟 8 名定員体制で運営しています。 
  事業計画として、「利用者数を維持した安定的な運営」については、令和

6 年度は、入院や入退所などあり空所期間が 252 日の稼働率 90％となりま
したが、令和 7 年度は、利用者の健康状態も安定し空所 28 日、稼働率 99％
の利用をしていただきました。 

  義務化となりました「地域連携推進会議」を開催しており、駒ヶ根市障
がい福祉課、民生委員(南割、福岡)、ご家族、利用者が参加されグループホ
ームについて知っていただく良い機会となり、また地域への行事参加や関
りを持つ大切さを感じ有意義な意見交換となりました。 

  長野県の補助金制度として、「障害分野の介護テクノロジー支援事業」
を申請し総額 79 万円のうち補助金 61 万円を活用し、グループホームへの
タブレット整備、インターネット環境整備、記録システムの導入を行いま
した。有効利用には時間がかかっておりますが、利用者のネット環境整備、
職員の生産性向上と情報共有に大いに活用が期待されます。 

 

 

２ 決算状況 
  収入は、障害サービス給付費のみで昨年度比は 37 万円増、105％の増と
なり年間通して 8 人定員での運用と空所による減収を抑える事ができまし
た。計画相談事業では、計画書作成だけではなく各種加算を積極的に取得
することができ予算を超えた収入となりました。 

  支出は、世話人不足から人材派遣の活用による人件費が前期比 18 万ほど
増加、また、物価上昇により給食費、水光熱費、委託料と合わせて 42 万増
加しております。 
令和 7 年度の当期資金収支差額は昨年より 666,728 円増加し、1,206,669

円の黒字を計上しております。 
   

世話人会議を定期的に開催し、研修の実施や意見交換を図りながら、よ
り良いサービスが継続できるように取り組んでおります。 

  障害福祉サービスや困窮者の地域移行支援に関して、他事業者との連携
や地域ニーズの把握を行いながら、将来的には独立採算で事業が成立でき
るよう模索を続けてまいります。 

 



議案第７号 
 

 

令和７年度伊南訪問看護ステーション会計事業報告及び決算 
 
１ 事業報告 

  伊南訪問看護ステーションは「生きる喜びをチーム力で支える」をミッ

ションとし、利用者様のご自宅を訪問し看護を提供する「訪問看護」、医

療的依存度の高い障がい者や高齢者の方が通う「ナーシングデイ」の 2 事

業を展開しています。 

  訪問看護は正規職員 4 名の退職に伴い新規受け入れを制限したため、訪

問件数は 1,275 件で 12.8％減少、看取りも 18 件、56％減少しました。 

すまいるは稼働率 90％で、前年度とほぼ同様に推移しています。 

 

 
２ 決算状況 

総収入額は 1 億 1,798 万円で、2.450 万円、17.2％減少しました。すま

いるは前年並みの収入でしたが、訪問看護が 1,790 万円、20％減少したこ

とや、居宅介護支援事業所をフラワーハイツに統合したことにより居宅介

護支援料収入が 548 万円、50％減少したことが要因です。 

総支出額は 1 億 1,916 万円で、883 万円、6.9％減少しました。4 名の退

職による人件費の減少が主な要因です。 

  以上により、資金収支は前年度決算と比較して 1,566 万円減少し、119

万円の赤字となりました。経営指標では、収入の減少により人件費比率が

8 ポイント上昇し 80.4％となりました。 

 

  令和 8 年度においては、訪問看護 4 名、すまいる 1 名の入職者が予定さ

れています。新人をはじめ継続的な人材育成により職員の質の向上を図

り、健全で安定した経営に努めてまいります。 

     

 

 


